
地球環境基金便り
NGO・NPOの環境保全活動を支援します。
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ESD（Education for Sustainable Development ）は、

未来のための教育。環境と開発の問題を解決し、持

続可能な社会をつくるための教育活動が、今日も各

地で行われています。

2005年からスタートした「国連持続可能な開発の

ための教育（ E S D）の 10 年」は、2014年に最終年を
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す
り
傷
で
命
を
落
と
す
子
ど
も
た
ち

マ
ラ
ソ
ン
を
す
る
私
に
と
っ
て
、
靴
は
体

の
一
部
で
あ
り
、
一
番
大
切
な
も
の
で
す
。

ケ
ニ
ア
に
は
靴
の
履
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が

ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
、
私
に
と
っ
て
大
切
な

靴
が
、そ
の
子
た
ち
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
で
、

日
本
と
ケ
ニ
ア
の
橋
渡
し
に
な
れ
ば
と
い
う

思
い
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。

昨
年
、
初
め
て
ケ
ニ
ア
に
靴
を
届
け
に
行

き
ま
し
た
。
初
め
て
靴
を
履
い
た
子
ど
も
た

ち
は
、
羽
が
生
え
た
よ
う
に
飛
び
回
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
、
そ
ん
な
姿
を
思
い
描
い
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
現
地
に
行
っ
て
、
特
に

キ
ベ
ラ
地
区
に
足
を
踏
み
入
れ
た
途
端
、
自

分
の
甘
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ベ

ラ
地
区
は
、
約
２
・
５
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
エ
リ
ア
に
、
80
万
人
か
ら
２
０
０
万
人
が

住
む
と
い
わ
れ
る
ナ
イ
ロ
ビ
近
郊
の
ス
ラ
ム

街
で
す
。
道
に
は
、
ご
み
が
散
乱
し
、
動

物
や
人
の
糞
尿
が
垂
れ
流
し
に
な
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
中
を
子
ど
も
た
ち
が
裸
足
で
走

り
回
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
し
て
、
病
院
に

は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
で
す
り
傷
や
切
り

傷
を
負
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。
小
さ
な
傷
か
ら
寄
生
虫
や
病
原
菌
が

入
っ
て
、
感
染
症
に
な
っ
て
、
命
を
落
と
す

こ
と
も
あ
る
。
現
実
を
目ま

の
あ
た
り
に
し
て

非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
一
年
間
で
、
日

本
全
国
か
ら
約
１
万
５
０
０
０
足
の
靴
を
頂

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
靴
を
洗
っ
て
き
れ
い

に
し
て
、
送
料
ま
で
負
担
し
て
く
だ
さ
る
。

温
か
い
心
が
な
い
と
で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

巻頭
インタビュー

高橋 尚子さん
シドニー五輪女子マラソン

金メダリスト

マ
ラ
ソ
ン
選
手
と
し
て
世
界
の
舞
台
で
活
躍
し
て
き
た
高
橋
尚
子

さ
ん
。
昨
年
か
ら
、
ケ
ニ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
、
日
本
の
子
ど
も

た
ち
か
ら
集
め
た
靴
を
贈
る
「
ス
マ
イ
ル  

ア
フ
リ
カ  

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
５
月
に
二
度
目
の

ケ
ニ
ア
を
訪
れ
た
高
橋
さ
ん
に
、
そ
の
活
動
や
ケ
ニ
ア
と
日
本
の

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
思
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を

ケ
ニ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に

日本の子どもたちから
ケニアの子どもたちへ。

「靴」がつなげる
未来への「夢」。
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❶履きつぶされ、親指に穴が開いた靴

2

3

❷子どもたちの笑顔とワキウリ選手に囲まれて
❸子どもたちと一緒に走るソトコト サファリマラソン

小
学
校
な
ど
に
も
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生

懸
命
、
ケ
ニ
ア
の
こ
と
を
勉
強
し
て
く
れ

て
。
普
段
あ
っ
て
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ

て
い
る
靴
の
大
切
さ
に
気
付
い
て
、
ケ
ニ

ア
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
協
力
し
よ
う

と
思
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。「
ケ
ニ
ア
の

子
ど
も
た
ち
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
」
と
靴

を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
そ
こ
ま
で
考
え
て
靴
を
提
供
し
て

く
だ
さ
る
の
だ
か
ら
、自
分
の
靴
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
と
て
も
気
に
な
る
と
思
う
ん

で
す
。
今
回
は
、
そ
う
し
た
皆
さ
ん
の
気
持

ち
と
一
緒
に
、
再
び
キ
ベ
ラ
を
訪
ね
ま
し
た
。

以
前
訪
れ
た
と
き
に
「
陸
上
選
手
に
な

り
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
子
の
靴
は
、
こ

の
一
年
で
履
き
つ
ぶ
さ
れ
、
指
の
と
こ
ろ

に
大
き
な
穴
が
開
い
て
い
ま
し
た
。「
毎

日
洗
っ
た
け
ど
こ
ん
な
に
黒
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
」
と
恥
ず
か
し
そ
う
に

言
う
姿
に
、
大
切
に
履
い
て
く

れ
た
ん
だ
な
、
日
本
の
子
ど
も

た
ち
の
思
い
が
ケ
ニ
ア
の
子
ど

も
た
ち
に
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
て
い
る

ん
だ
な
と
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

靴
が
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
つ
な
げ
る

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ソ
ウ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
マ
ラ
ソ
ン
銀
メ
ダ
リ
ス

ト
の
ワ
キ
ウ
リ
選
手
が
、
ケ
ニ
ア
の
担
当
と

し
て
か
か
わ
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
彼
も
子

ど
も
の
こ
ろ
靴
が
な
く
て
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
を

摘
ん
で
お
金
を
貯
め
て
、
よ
う
や
く
靴
を
買

う
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
陸

上
選
手
に
な
る
夢
を
か
な
え
た
。
キ
ベ
ラ
の

子
ど
も
た
ち
も
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
先
生
に
な

り
た
い
な
ど
、み
ん
な
夢
を
も
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
贈
っ
た
靴
が
、
ケ
ニ
ア
の
子
ど
も

た
ち
の
健
康
で
安
全
な
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
、
彼
ら
の
夢
を
一
歩
先
に
つ
な
げ
て
い
く

も
の
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ケ
ニ
ア
で
は
、
靴
を
渡
し
た
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
る
「
第
２

回 

ソ
ト
コ
ト 

サ
フ
ァ
リ
マ
ラ
ソ
ン
」
も
開

催
し
ま
し
た
。
ケ
ニ
ア
の
日
本
人
学
校
に
通
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❹一人一人、足のサイズを確認して靴を渡す
❺コゲロ村では2000本の苗木を植樹
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う
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
れ

て
、
ケ
ニ
ア
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
手
を

つ
な
ぎ
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
っ
て
、
一
人
手
を
つ
な
ぐ
と
、
二
人
三

人
四
人
と
、
ど
ん
ど
ん
つ
な
が
っ
て
い
く
ん

で
す
。
国
籍
や
人
種
が
違
っ
て
も
、
子
ど
も

た
ち
に
は
そ
う
い
う
壁
が
な
い
。
大
人
も
見

習
わ
な
く
て
は
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
か
靴
を
渡
し
た
ケ
ニ
ア
の
子
ど
も
の

中
か
ら
、
ワ
キ
ウ
リ
選
手
の
よ
う
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
選
手
が
出
て
、
日
本
の

子
ど
も
と
ケ
ニ
ア
の
子
ど
も
が
一
緒
の
舞
台

に
立
つ
日
を
夢
見
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ケ
ニ
ア
西
部
の
コ
ゲ
ロ
村
（
人

口
約
３
６
０
０
人
）
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に

２
０
０
０
足
の
靴
を
渡
し
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
環
境
活
動
と
し
て
、
靴
と
同
じ
数

の
苗
木
を
植
え
る
新
た
な
活
動
も
し
ま
し

た
。
ケ
ニ
ア
で
は
今
、
燃
料
に
使
う
木
や
木

炭
の
た
め
の
伐
採
が
進
み
、
森
の
木
が
減
っ

て
い
ま
す
。
森
は
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し

て
酸
素
を
つ
く
っ
た
り
、
生
き
物
の
す
み
か

に
な
っ
た
り
、
ケ
ニ
ア
に
と
っ
て
も
地
球
に

と
っ
て
も
大
切
な
も
の
。
木
を
植
え
る
こ
と

で
、
ケ
ニ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
、
自
然
の
大

切
さ
や
環
境
問
題
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。

靴
を
贈
る
こ
と
、苗
木
を
植
え
る
こ
と
は
、

環
境
や
貧
困
と
い
っ
た
大
き
な
問
題
を
解
決

す
る
に
は
、小
さ
な
一
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
キ
ベ
ラ
地
区
に

あ
る
４
０
０
近
く
あ
る
と
言
わ
れ
る
学
校
の

う
ち
の
２
校
、
そ
し
て
、
キ
ベ
ラ
以
外
で
は
、

コ
ゲ
ロ
村
、
マ
サ
イ
マ
ラ
、
ナ
ク
ル
の
４
か

所
の
小
学
校
に
靴
を
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
小
さ
な
一
歩
で
も
行
動
に
移
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
確
実
な
一
歩
と
し
て
未
来
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

「
何
も
咲
か
な
い
寒
い
日
は
、
下
へ
下
へ
と

根
を
伸
ば
せ
。
や
が
て
大
き
な
花
が
咲
く
」。

こ
れ
は
高
校
の
と
き
に
先
生
が
教
え
て
く
れ

た
言
葉
で
、
な
か
な
か
結
果
を
出
せ
な
い
と

き
で
も
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
は
無
駄
に
は

な
ら
な
い
、
根
を
張
っ
て
土
台
を
つ
く
り
、

そ
れ
が
力
と
な
っ
て
、
必
ず
い
つ
か
大
き
な

花
が
咲
く
。
現
役
時
代
も
今
も
、
こ
の
言
葉

は
私
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
草
の
根
活
動
も
、
一
歩
ず
つ
前
に
進

み
、
花
を
咲
か
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

たかはし なおこ
1972年岐阜市生まれ。98年の名古屋国
際女子マラソンで初優勝、以来 6連覇。
2000 年シドニーオリンピック金メダル受
賞、2001年ベルリンマラソンで女子初の
2 時間 20 分の壁を破り、世界新記録で優
勝。2008年に現役引退を発表。現在は
大阪学院大学特任教授やスポーツキャス
ター、「スマイル アフリカ プロジェクト」
などで活躍中。

で
き
る
こ
と
を
一
歩
ず
つ

や
が
て
大
き
な
花
が
咲
く

「子どもたちに笑顔のシューズを贈ろう」を合言葉に、日本の子どもた

ちのサイズが合わなくなった靴を回収し、素足や素足に近い状態での生

活を余儀なくされているアフリカの子どもたちに靴を贈るプロジェクト。

まだ使える靴を回収することによって、モノを大切にする気持ちを育て、

環境問題への喚起を呼びかけている。2009 年 4月にスタート。これまで

15,000足以上の靴を回収し、ケニアに届けている。

ウェブサイト▶ http://www.sotokoto.net/smileafrica/

スマイル アフリカ プロジェクトとは
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環境しつけ講座の様子。ソーラーカーであそんでみよう

「 水 の 出 し っ 放 し は ダ メ ば

い！」「これを捨てるのはもった

いなか～」――熊本市の市民団

体「ESD キッズクラブ（※1）」は、

県内の幼稚園・保育園で園児を

対象に「環境しつけ講座」を開催

しています。この講座は、同団

体が提案する「ESD キッズプログ

ラム」の一つで、環境教育の原点

として “ものを大切にする” “もっ

たいない” の精神を子どもたちに

幼児期から、紙芝居やゲームを

通して楽しみながら伝えていく

活動です（※2）。

「小中学生、そして大人になっ

ても環境への気配りが当たり前に

できるようになること。その基礎

を幼児期に身につけておくことが

大切です」（代表・梅田幸代さん）

昨今の環境への意識の高まりか

ら、幼児期における環境教育への

関心も高まってきています。しか

し、現場の先生たち

が、その最初の一歩

を踏み出せない現状

もあります。そこで、

同団体はプログラム

の一環として「エコ

な先生講座」を開催。

率先して取り組む先

生向けに、環境を取

り入れた授業や保育

の企画、保護者への情報発信など

の実践方法を紹介しています。ま

た、同団体は保護者向け環境教室

も実施。「環境しつけ」が幼稚園・

保育園だけでなく、各家庭でも行

われることで、環境教育の「種」

が確実に根付くように取り組んで

います。

幼児期から育もう
環境教育の「種」

ESD キッズクラブ（地球環境基金助成団体）

ESD（持続可能な開発のための教育 ※左図参照 ）の取り組み

が、全国各地で行われています。環境破壊や貧困問題のない

未来をつくるために、私たち一人一人がそれぞれの地域や社

会の中で「学び、つながり、始める」ことが ESDです。ここでは、

未来のための教育に取り組む 5つの団体の活動を紹介します。

ESD の実践例  環境と教育の現場から
写真：ESD キッズクラブ

※ 1 ESD キッズクラブは、幼稚園・保

育園を対象に、幼児向け「環境し

つけ」講座の開催、園の環境取り

組み支援、保護者向け環境教室の

開催などを柱に、幼児期の環境教

育を支援する「ESD キッズプロ

グラム」の普及に取り組んでいる。

2007 年設立。

 http://esd-kidsclub.ecgo.jp/

※ 2 手洗い学習を通して水の大切さを

知る「もったいない！水編」や分

別ゲームでリサイクルを知る「ど

うなる？リサイクル編」など、環

境問題についての 5 編からなる。

C
ase1
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地元の猟師さんも山村の暮らしを教えて
くれる先生です

特集 ● 未来のための教育

これまでの開発は、物質的な豊かさをもたらす半面、地球温暖化など
の環境問題や貧富の拡大、人権侵害などを生み出してきました。こう
した課題を解決し、皆が安心して暮らせる世界にするために、自然環
境や社会、経済とのバランスを重視した新しい開発の在り方が求めら
れています。この未来に向けた取り組みの大切な基盤となるのが「持
続可能な開発のための教育」です。

1992年の地球サミット（ブラジル）で「持
続可能な開発」が中心的な考え方として位
置づけられ、2002年のヨハネスブルクサ
ミットで日本が「ESDの10年」を提案し、
同年の第 57回国連総会で採択されました。

ESDの対象は、子どもたちだけ
ではありません。幅広い世代の
様々な立場の人々が ESDの担い
手であり、学び手になることが期
待されています。

ESDの取り組みは、環境分野を中心に地
域づくりや国際協力、人権問題など多岐
にわたります。目の前の課題に向かい合
うことからESDの第一歩が始まります。

NGO・NPO、学校、企業、自治体、
公益法人、研究機関など、多く
の組織や団体が全国各地でESD
に取り組んでいます。

ESD（Education for Sustainable Development）って？

When  いつ

Why  なぜ

Where  どこで

What  何を

Who  だれが

小学3年生から中学2年生まで

の都会に住む子どもたちが、親元

を離れ、南信州の山村で1年間共

同生活を体験する――。NPO 法

人グリーンウッド自然体験教育セ

ンター（※1）では、1980年代か

ら、山村留学・暮らしの学校「だ

いだらぼっち」（※2）を実施して

います。ここで子どもたちは、地

元の学校に通いながら宿泊施設で

集団生活をし、食事づくりや洗濯、

掃除、風呂たきなど、暮らしにか

かわるすべてを自分たちで行いま

す。その他にも、まき割りをした

り、食器やカップを陶芸で作った

り、野菜や米作りなど、山村留学

の醍醐味を生活の中で体験しま

す。

「子どもたちは失敗もしますが、

みんなで学び、教え合うことで、

今までできなかったことができる

ようになる。こういう経験を通じ

て、思いやりや支え合い、チャレ

ンジすることの大切さを、本当の

意味で分かってくるんです」（事

務局長・佐藤陽平さん）

小さな山村の中で、食べる、働

く、遊ぶ、創る、伝えるなどの「暮

らし」を「学びの原点」とし、人や

地域・自然とのかかわりを感じな

がら、「心の豊かさ」や「生きる力」

を育む「だいだらぼっち」。これ

まで、約350人の子どもたちが

この山村留学を体験。子どもたち、

保護者たちからは、「成長させて

くれた場」として感謝の声が多く

寄せられています。

自然や人とのつながりを
山村の暮らしの中で学ぶ

ＮＰＯ法人 グリーンウッド自然体験教育センター

※ 1 グリーンウッド自然体験教育セン

ターは、日本の豊かな自然環境を

活用した自然体験教育活動を推進

する NPO 法人。次代の担い手で

ある青少年が「心の豊かさ」や「生

きる力」を育んでいくことを支援

するために、森・川をフィールド

にした多彩な自然体験教育プログ

ラムを実施。2001 年設立。

 http://www.greenwood.or.jp/

※ 2 だいだらぼっちは、日本各地の民話

に登場する「気はやさしくて力持

ち」の巨人。長野県にも数多くの

だいだらぼっち伝説が残っており、

地元の人たちに親しまれている。

C
ase2
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里山合宿で、菜の花植え付けを体験
する学生たち

C
ase4

名前や絵を書き込んだフロート（浮き）
に稚ガキを取り付ける子どもたち

損保ジャパン環境財団（※1）

の「CSO（※2）ラーニング制度」

は、大学生や大学院生を8か月間

インターン生として CSO に派遣

して、自然保護の現場体験や環境

講座の運営などをしてもらうもの

（※3）。インターンを通して、参

加者が環境問題や市民社会のあり

方などを考え、より視野の広い社

会人として巣立っていくことを目

的としています。「スタート当初

のころに比べ、環境問題への関心

が高まったせいか、自分の学習の

ためだけでなく、行動することで

人や社会に影響を与えたいと応募

してくる学生さんが増えてきまし

た」（同財団課長・芦沢壮一さん）

インターン生は、約40の CSO

に派遣され、干潟や里山の保全や

田畑での観察や収穫、教育プログ

ラムの制作や会報作りなどに取り

組みます。終了後の報告書には、「ウ

ミガメの保護活動を通して、人と

動物とのかかわりを意識できるよ

うになった」「今後は CSO と市民

との距離がもっと身近になる方法

を探っていきたい」など、彼らが貴

重な体験から気付き、学びとった

声がたくさん寄せられています。

「木を植える『人』を育てたい」

との願いが込められたこの制度。

2001年の開始から現在までにイ

ンターンシップを経験した学生

は、約600人に上ります。

学生を環境NPOへ
インターンシップ派遣

財団法人 損保ジャパン環境財団

くための教育も行っています。

「自分たちの海を自分たちの力

で守ること。そこから命の尊さや

生きるための力を学んでいってほ

しいです」（理事長・関口雄三さん）

同会は昨年、「東京湾海水浴場

復活プロジェクト」を立ち上げま

した。2010年夏には、葛西の海

で子どもたちの水遊びイベントを

通して、東京湾内の海水浴場の復

活に更なる啓発を行います。

※ 1  損保ジャパン環境財団は、環境分

野の人材育成、情報収集や提供、

活動・研究への支援などを通して

環境保全に資することを目的とし

た財団法人。1999 年設立。

 http://www.sjef.org/

※ 2  CSO（Civil Society Organization）。

NPO・NGO を含む市民社会組織。

損保ジャパン環境財団の CSO

ラーニング制度の対象となる団体

としては、「持続可能な開発のた

めの教育の 10 年推進会議（ESD

‐J）」や「気候ネットワーク」な

どがあげられる。

※ 3 インターン生には、1 時間当たり

800 円の奨学金と交通費を支給。

その一部は、損保ジャパン社員の

寄付金である「ちきゅうくらぶ社

会貢献ファンド」を活用している。

※ 1 ふるさと東京を考える実行委員会

は、子どもたちが海辺に親しむため

の環境教育活動や、NPO、市民活動

を支援。2001年任意団体として発

足。2010年に認定 NPO 法人化。

 http://www.furusato-tokyo.org/

※ 2 1 個のカキは 1 日に 400 リット

ルもの海水をろ過するといわれて

いる。マリンガーデニングでは、

カキ以外の二枚貝や、ノリ、ワカ

メなどの海藻も利用して水質浄化

を行っている。
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コンテナ輸送のための準備。市内の学生
とモザンビークからの研修生が支援物資
のいすに錆止めを塗る

C
ase5

C
ase3

特集 ● 未来のための教育

えひめグローバルネットワーク

（EGN ※1）では、自転車、足踏み

ミシンなどの支援物資をアフリ

カ・モザンビーク共和国に送る活

動を10年間続けています（※2）。

物資は、同国の内戦後、人々の間

に残された銃などと交換され、平

和構築のために役立てられてきま

した。

輸送される自転車は、松山市

が放置自転車として回収したも

の。高校生ボランティアなどに

より修理され、小学生を中心に

集めた文房具などとともに輸送

されます。日本で使われなくなっ

たものをリユースするこの活動

は、大量消費や廃棄の問題を考

える環境教育の場にもなってい

ます。この他にも EGN では、ス

タッフが「平和の語り部」（※3）

として市内の小・中学校で講演。

子どもたちにモザンビークの歴

史・現状を知ってもらい、「自分

たちでできることをしたい」とい

う思いを、輸送費のための募金

活動等へ発展させています。

「両国の人々がともに学びあう

こと、助け合うこと。私たちの活

動は、物資を送る支援にとどまら

ず、より多くの市民の協力や国際

理解を促す教育も含まれていま

す」（EGN モザンビーク事務所長・

横田美保さん）

現在は、数えるばかりとなって

しまった東京湾の海水浴場。戦後

間もないころは東京湾の各地にた

くさんの海水浴場がありました。

減少してしまった理由の一つとし

て水質の問題があると言われてい

ます。

「ふるさと東京を考える実行委

員会」（※1）は、10万人署名活動

や水質浄化実験、子どもたちが海

を身近に感じるためのイベント

（ノリ育成や潮干狩り、ハマグリ放

流、海辺の生き物観察会）などを

通して、子どもたちが泳げる海を

復活させる活動を展開。なかでも、

カキ等の水質浄化生物を活用した

「マリンガーデニング」は、アメ

リカで行われている「オイスター

ガーデニング」を日本に導入する

試みです（※2）。同会はこのマリ

ンガーデニングを、子どもたちを

対象に体験学習として実施するこ

とで、泳げる海づくりのための過

程に参加してもらうとともに、子

どもたちがその環境を継承してい

銃を自転車に―
モザンビーク支援プロジェクト

東京湾を子どもたちが
泳げる海に

えひめグローバルネットワーク

認定NPO 法人 ふるさと東京を考える実行委員会（地球環境基金助成団体）

※ 1 えひめグローバルネットワークは、

「地球規模で考え、地域で行動し、

自ら変わっていくこと」をモッ

トーに、海外支援事業やフェアト

レードの促進、環境保全活動、異

文化理解講座、各種講演 ･ イベン

トの開催などを行う愛媛県松山市

の NPO 法人。1998 年設立。

 http://www.egn.or.jp/

※ 2 これまでに約 600台の自転車を

モザンビークに輸送。

※ 3 松山市が戦争の悲惨さや平和の大

切さを伝える人を登録し、小・中

学校に講師として派遣する事業。
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左：回収された古着の仕分け作業を手伝う学生ボランティア
右：市内各所に設置されたリサイクルボックス

6 点を購入した村田さん親子。
「初めての赤ちゃんで、これか
らいろいろそろえなくてはな
らないので助かります」

エコモコ教室で子どもたちに作り方を
教えるスタッフの加藤法子さん

福
島
県
い
わ
き
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
一
室
。
山
の
よ

う
に
積
ま
れ
た
約
７
０
０
０
点
の
子
ど

も
服
の
中
か
ら
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
一

生
懸
命
、
自
分
の
子
ど
も
の
服
を
選
ん

で
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
い
わ
き
市
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
ザ
・
ピ
ー
プ
ル
」
が
年
2

回
開
催
す
る
「
お
さ
が
り
バ
ザ
ー
」
の

会
場
。
格
安
で
販
売
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
服
は
、
い
わ
き
市
周
辺
か
ら
回
収
さ

れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
品
で
す
。

ザ
・
ピ
ー
プ
ル
は
、
市
内
の
女
性
グ

ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
１
９
９
０
年

に
発
足
し
た
市
民
団
体
。「
古
着
を
捨

て
て
燃
や
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
」「
自

分
た
ち
の
町
の
問
題
と
し
て
考
え
よ

う
」
と
、92
年
か
ら
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
古
着
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
現
在
、
い
わ
き
市
を
は
じ

め
郡
山
市
、
福
島
市
等
、
約
40
か
所
に

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
古
着
を
回

収
。
い
わ
き
市
内
だ
け
で
も
そ
の
量

は
1
年
間
で
２
０
０
ト
ン
に
も
上
り
ま

す
。「
回
収
し
た
古
着
は
倉
庫
に
運
び
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
つ
一
つ
仕
分
け
を

し
ま
す
。
状
態
が
良
い
も
の
は
販
売
用
、

そ
れ
以
外
の
も
の
は
ウ
エ
ス
用
、
ウ
ー

ル
リ
サ
イ
ク
ル
用
、
輸
出
用
な
ど
、
細

か
く
分
け
ま
す
か
ら
、
そ
の
作
業
は
か

な
り
大
変
な
ん
で
す
。
で
も
そ
の
お
か

げ
で
、
回
収
し
た
古
着
の
90
％
以
上
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

お
さ
が
り
バ
ザ
ー
が
、
地
域
の
中
で
古

着
を
循
環
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と

と
も
に
、
地
域
の
子
育
て
支
援
に
も
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
言
う
の
は

理
事
長
の
吉
田
恵
美
子
さ
ん
。

お
さ
が
り
バ
ザ
ー
の
会
場
で
は
、

セ
ー
タ
ー
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
で

き
る
「
エ
コ
モ
コ
」
と
い
う
フ
ェ
ル
ト

で
ぬ
い
ぐ
る
み
を
作
っ
た
り
、
裂
き
布

で
ぞ
う
り
を
作
っ
た
り
す
る
「
手
芸
教

室
」
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ル
ト

の
ぬ
い
ぐ
る
み
作
り
を
担
当
し
て
い
た

の
は
20
代
の
ス
タ
ッ
フ
、
加
藤
法
子
さ

ん
。「
手
芸
教
室
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
に
も
古
着
が
資
源
と
し
て
使
え
る

と
い
う
意
識
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。

バ
ザ
ー
や
店
舗
で
も
子
ど
も
と
の
対
話

を
積
極
的
に
心
が
け
て
い
ま
す
」（
加

藤
さ
ん
）

「
福
島
県
を
古
着
を
燃
や
さ
な
い
県

に
！
」
と
提
唱
す
る
ザ
・
ピ
ー
プ
ル
。

今
後
、
さ
ら
に
回
収
地
域
を
拡
大
す
る

た
め
に
市
民
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

「
古
着
を
燃
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り
の

た
め
に
、
も
っ
と
多
く
の
若
い
人
た
ち

に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
次
世
代

に
こ
の
活
動
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
で

す
」（
吉
田
さ
ん
）

いわき発　ファイバーリサイクル*
地域拡大事業
NPO法人 ザ・ピープル

特定非営利活動法人 ザ・ピープル
〒971-8101 福島県いわき市小名浜字本町11-1  まちづくりステーション小名浜内
http://www.iwaki-j.com/people/
市内・県内各地に育成してきた古着リサイクル団体の連携により、効率良いファイバーリサイクル活動を
実践。若いボランティアの育成にも力を入れ、市民主体のまちづくりの推進を目指している。（一般助成）

次
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い

古
着
リ
サ
イ
ク
ル
の
市
民
の
輪

＊ファイバーリサイクル：古着などの繊維製品を再利用すること
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ソーシャルファイナンス研究会では、これまでに国内外の事例を学ぶ
セミナー、金融機関の取り組み状況調査、NPO が資金を確保するた
めの体験講座などを実施

NPO 法人「こうじびら山の家」が行う体験プログラムでの
ひとコマ。山でたき木を集める参加者

わ
た
し
の
暮
ら
す
ま
ち
で
、
子

や
孫
が
ず
っ
と
、
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
―
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ユ
ー
ス
・
バ
ン
ク
ｍ
ｏ
ｍ
ｏ（
※
1
）
は
、 

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
東
海
3
県
を

対
象
に
市
民
か
ら
の
出
資
金
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
地
域
を
豊
か
に
す
る
事
業

に
融
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
ン
ク
（
※
2
）

で
す
。
バ
ン
ク
と
い
っ
て
も
、
ｍ
ｏ

ｍ
ｏ
に
出
資
す
る
こ
と
は
「
預
金
」

に
は
な
り
ま
せ
ん
。「
こ
ん
な
ま
ち
や

未
来
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
地
域

に
住
む
人
々
の
強
い
思
い
の
こ
も
っ

た
「
志
金
」
が
、
元
本
の
保
証
も
金

銭
的
な
配
当
も
な
い
こ
の
仕
組
み
を

支
え
て
い
ま
す
。

ｍ
ｏ
ｍ
ｏ
で
は
２
０
１
０
年

７
月
現
在
、
３
8
９
の
個
人
・

団
体
か
ら
出
資
を
受
け
、
13
の

団
体
・
個
人
に
融
資
し
て
い
ま

す
。
ｍ
ｏ
ｍ
ｏ
に
よ
る
融
資
の

特
徴
は
、
出
資
者
に
よ
る
融
資

先
訪
問
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
な

ど
融
資
先
の
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
で
、「
出
資
者
」（
市
民
）

と
「
借
り
手
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）

が
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
。
ｍ

ｏ
ｍ
ｏ
主
催
で
開
催
さ
れ
た

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

研
究
会
２
０
１
０
」
第
1
回
研

究
会
（
6
月
19
日
開
催
。
東
海

労
働
金
庫
本
店
別
館
・
名
古
屋

市
）
で
は
、
融
資
先
の
一
つ
、

岐
阜
県
郡
上
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
こ

う
じ
び
ら
山
の
家
」
が
、
田
舎
の
遊

び
や
暮
ら
し
を
楽
し
む
た
め
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
や
、
若
者
の
定

住
促
進
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
活
動
報
告
。
ｍ
ｏ
ｍ
ｏ
に
よ
る

融
資
で
、
こ
う
じ
び
ら
で
は
活
動
拠

点
と
な
っ
て
い
る
施
設
を
改
修
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
地
域
の
資
源
を
生
か
し
、
地
域
で

働
き
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
仕
組

み
が
、
こ
う
じ
び
ら
に
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
財
政
基
盤
が
弱
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
活
動
の
た
め
に
資
金
調
達
す
る
の

は
と
て
も
困
難
で
す
。
地
域
に
住
む

私
た
ち
の
お
金
を
地
域
に
住
む
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
生
か
さ
れ
る
形
で
循

環
さ
せ
た
い
。
こ
れ
が
、
ｍ
ｏ
ｍ
ｏ

の
目
指
す
“
お
金
の
地
産
地
消
”
で

す
」（
ｍ
ｏ
ｍ
ｏ
代
表
理
事
・
木
村
真

樹
さ
ん
）

若
者
を
中
心
に
約
50
名
が
参
加
し

た
第
1
回
研
究
会
で
は
、“
お
金
の
地

産
地
消
”
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る

「
志
金
」
を
い
か
に
集
め
る
か
も
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。
活
動
を
行
う
た
め

に
必
要
と
な
る
経
営
資
源
を
地
域
社

会
か
ら
募
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
が
地
域

の
活
動
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
が
重
要
だ
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
一
人
一
人
が
主
体
と
な
っ
て

地
域
の
未
来
を
考
え
、
意
思
を
も
っ

て
選
択
し
、
行
動
す
る
こ
と
。“
お

金
の
地
産
地
消
”
は
、
地
域
が
自
立

す
る
た
め
の
道
を
探
る
試
み
だ
と
も

い
え
ま
す
。

環境保全活動を支える
ソーシャルファイナンス促進事業
コミュニティ・ユース・バンク momo

コミュニティ・ユース・バンク momo
〒460-0014 愛知県名古屋市中区富士見町9-16　有信ビル2階
http://www.momobank.net/
環境保全活動を行うNPOなどが、資金など必要な経営資源を社会から集めることができる「ソー
シャルファイナンス」を実現するため、NPOや市民、金融機関同士の情報共有を図る。（一般助成）

地
域
の
お
金
を
地
域
で
生
か
す

“
お
金
の
地
産
地
消
”に
向
け
て

※
１ 

２
０
０
５
年
設
立
。
若
者
を
中
心

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

「
ｍ
ｏ
ｍ
ｏ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
が
、
団
体

の
運
営
、
出
資
者
・
融
資
先
を
つ
な

ぐ
役
割
を
担
う
。
団
体
名
の
「
ｍ
ｏ

ｍ
ｏ
」
は
ド
イ
ツ
の
作
家
ミ
ヒ
ャ
エ

ル
＝
エ
ン
デ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

『
モ
モ
』
に
由
来
す
る
。

※
２　
市
民
が
自
発
的
に
出
資
し
た
資
金

に
よ
り
、
地
域
社
会
や
福
祉
、
環
境

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
個
人
な
ど
に
融
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
非
営
利
バ
ン
ク
。
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独自の環境ラベル「トナーカート
リッジ ･ リユースラベル」

皆様の環境保全への思いをかたちに
する地球環境基金への募金活動。そ
の一例をご紹介いたします。寄付事例

地球環境基金の「サポーター」 の方々をご紹介します。（敬称略）

感謝状「ほし」贈呈者の活動

※感謝状「ほし」贈呈要件　個人：地球環境基金に20万円以上のご寄付をしてくださった方、または累計で50万円以上のご寄付をしてくださった方。　団体：
50万円以上のご寄付をしてくださった団体、または累計で100万円以上のご寄付をしてくださった団体。

日本カートリッジリサイクル工業会

地球
環境基金の

サポーター

地球
環境基金の

サポーター

地球
環境基金の

サポーター

「永久不滅ポイント」は、セゾンカード・UCカード

会員を対象とした、ショッピングご利用金額に応じて

貯まるポイントを、お好きなアイテムと交換できる有

効期限のないポイントプログラムです。株式会社クレ

ディセゾン（本社：東

京都豊島区）は、永久

不滅ポイントのポイン

ト交換アイテムとし

て、国内外の慈善団体

に寄付をすることがで

きる「チャリティプラ

ン」を展開しており、

2010年5月1日から、

地球環境基金がその寄

付先の一つに加わりま

した。

また、同社は群馬

県赤城山西麓の約

120ヘクタールに及

ぶ「赤城自然園」の運

営を通じて自然環境

保全活動にも取り組

んでいます。同園は

昨年３月に閉園した

ものの、再開園を求

める多くの声を受け

て株式会社クレディセゾンが運営を担い、今年４月２

日より再開園いたしました。シャクナゲの有名な「セゾ

ンガーデン」の他、野山の草花がのびのび育つ環境をつ

くる「四季の森」と「自然生態園」の３つのエリアがあり、

本来の森の姿を守ることで環境の保全と生物多様性の

保全に努めています。

「永久不滅ポイント」を利用して
ご寄付いただけます

株式会社クレディセゾン

日本カートリッジリサイクル工業会は、トナーカート

リッジのリサイクルを推進する企業会員（正会員：33社、

賛助会員：21社）で構成され、「地球温暖化抑制のための

3R（Reduce,Reuse,Recycle）の推進」などの方針に基づ

き活動する工業団体です。

同工業会は独自の環境ラ

ベルを定め、会員に販売し

て会の活動資金等に充当し

ています。この度、

その売り上げの一部

を地球環境基金にご

寄付いただき、感謝

状の贈呈条件を満た

したため、感謝状「ほ

し」を贈呈させてい

ただきました。　　　　　　　（平成22年4月22日贈呈）

地球環境基金では、一定額以上のご寄付をしていただいた方へ、感謝状を贈呈しています。

永久不滅ポイントアイテムカタログの
他に、ウェブサイト（http://www.eikyu
fumetsu.jp）にも掲載されています

当機構理事長の湊より日本カートリッジリサイ
クル工業会の浜谷会長に感謝状を贈呈しました

赤城自然園（http://akagishizenen.jp/）
群馬県渋川市赤城町南赤城山892
開園期間：4月～11月 
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地球環境基金の助成団体や寄付者を紹介する
パンフレットや広報誌が、より多くの方々に
届くように応援してくださっています。

パンフレット・
広報誌設置のご協力

地球環境基金の「サポーター」 の方々をご紹介します。（敬称略）

※感謝状「みどり」贈呈要件　個人：地球環境基金に累計で5万円以上のご寄付をしてくださった方。　団体：地球環境基金に累計で10万円以上のご寄付をして
くださった団体。（2009年10月以降、入金が確認された方から随時発行しております。）
この他にも、感謝状「そら」をご用意しております。　感謝状「そら」贈呈要件　個人：地球環境基金に累計で20万円以上のご寄付をしてくださった方。　団体：
地球環境基金に累計で50万円以上のご寄付をしてくださった団体。

東京ガス株式会社　環境エネルギー館（神奈川県横浜市） 株式会社永代運輸倉庫 （京都市伏見区）

皇居外苑、京都御苑、新宿御苑の維持管理、利用者サー

ビスを行う財団法人国民公園協会では、公園内の休憩所

などにおいて地球環境基金のパンフレットと広報誌「地

球環境基金便り」の設置にご協力いただいております。

また、環境と調和した施設運営を目指す同協会では、

環境保全のための様々な活動にも取り組んでいます。

皇居外苑の楠公レストハウ

スにおいては、食と環境を

テーマに「エコクッキング

（＊）」や「生ゴミ処理機で

の堆
たいひ

肥化」、「廃油リサイク

ル」などを実施。中でも、

エコクッキングは環境省の

チャレンジ25キャンペー

ンの一つとし

ても注目され

ています。

楠公レスト

ハウスで8月1

日から提供が

開始された「江戸エコ行楽重」は、かつて同地は江戸城

があったということにちなみ、循環型社会といわれる

江戸時代の食生活をお手本として、旬の食材、地産地

消の野菜や魚を使用し、当時の文献などをもとにエコ

クッキングで再現したものです。散策や観光、修学旅

行などで各地からのお客様でにぎわう皇居外苑。江戸

の食文化を通じて環境に配慮したライフスタイルを提

案しています。

食を通じて環境に配慮したライフスタイルを
財団法人国民公園協会

横浜市鶴見区にある東京ガス株式会

社の環境エネルギー館は、子どもたちの

豊かな感性から生まれる「センス・オブ・

ワンダー（不思議に思う心）」を大切に、 

見て触れて、参加できる学びの場です。

「地球大好き人間」の輪を広げること

をコンセプトメッセージに掲げる環境エ

ネルギー館では、1階のエントランスホール受付と2階の環境情報セ

ンターのカウンターに地球環境基金の募金箱とパンフレットを設置し、

募金活動へご協力をいただいております。　（平成22年7月12日贈呈）

株式会社永代運輸倉庫（本

社：京都市伏見区）は、“環境

に対しての一人一人の小さな

意識が環境維持につながる”こ

の言葉を理念として、京都府、

滋賀県を中心に100％リサイ

クルを目指したガラス瓶や廃

蛍光灯の収集・運搬を行って

います。同社からは、廃蛍光灯の収集運搬費の一部を地球環境基

金にご寄付いただいております。　　（平成22年2月12日贈呈）

感謝状「みどり」贈呈者の活動
地球環境基金では、より多くの寄付者の皆様に感謝の意を表すため、感謝状「ほし」に加え、一定
条件（※）を満たすご寄付をしていただいた方に対して、感謝状「みどり」を発行しています。こち
らではその贈呈者の方々の募金活動のいくつかをご紹介いたします。

8月1日から提供された「江戸エコ行楽重」（予約制）

＊「食」を通じて、「身近な題材で、環境問題を体験的に楽しく考える」というコンセプトのもと、買
い物から調理方法、片付けに至るまで環境に配慮する食生活のこと。（エコクッキングによる新宿
御苑の「エコドライカレー」については、「地球環境基金便り」28号に掲載されています）

地球環境基金のパンフレット・
広報誌を設置いただいています

（写真は楠公レストハウス内）

廃蛍光灯をリサイクル施設に運搬します
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（自治体：東温市役
所様）

東温市では、エコ・キ
ッズたちの地球環境

を守る取り組みによ
るCO2削減等の貢献

分を評価し、地球環
境基金に寄付して

います。

小平市役所　環境部　環境保全課　　

小平市　ごみ減量推進実行委員会　　

五島市役所　富江支所　市民生活課　環境水道班

佐伯市役所　本匠振興局　市民サービス課

佐賀市役所　大和支所　環境下水道課

佐用町役場　住民課

山陽小野田市役所　市民生活部　環境課　

四條畷市役所　市民生活部　生活環境課

芝川町役場　町民課　

下仁田町役場　保健環境課

上越市役所　市民生活部　環境企画課

白岡町役場　生活環境課　

白石市役所　民生部　生活環境課

関ヶ原町役場　水道環境課　

大仙市役所　神岡総合支所　市民課　　

高梁市役所　川上地域局　地域振興課

丹波市役所　環境部　環境政策課　

茅野市役所　市民環境部 　生活環境課

つくばみらい市役所　生活環境課

津市役所　久居総合支所　産業環境課

津山市役所　加茂支所　市民生活課

鶴岡市役所　温海庁舎　建設環境課　

東温市役所　

土岐市役所　経済環境部　環境課

徳島市役所　市民環境部　環境保全課

栃木市役所　市民生活部　環境課

豊岡市役所　出石総合支所　市民生活課

豊川市役所　環境対策課

中津川市役所　蛭川総合事務所

長浜市役所　余呉支所　福祉生活課

名古屋市南保健所　

那須塩原市役所　環境管理課　

成田市役所　環境部　環境計画課

南風原町役場　総務部　住民環境課

萩市役所　旭総合事務所　

浜頓別町役場　住民課　

東通村いきいき健康推進課　

兵庫県　農政環境部　環境創造局
自然環境課

平田村役場　

広尾町役場　住民課　環境衛生係　

洋野町役場　町民生活課

福崎町役場　住民生活課

防府市役所　生活環境部　生活安全課
環境政策室

鉾田市役所　市民部　生活環境課

牧之原市役所　

松阪市役所　飯南地域振興局　地域住民課

御嵩町役場　総務部　まちづくり課　

美和町役場　

守谷市役所　生活環境課

八頭町役場　船岡支所

八女市役所　矢部支所

湯沢市役所　市民生活部　生活環境課

嘉麻市役所　環境課

和歌山市役所　まちおこし推進課

度会町役場　生活環境課

その他

あざみ野ローンテニスクラブ

あ！渡辺飼育センター

（財）泉佐野市公園緑化協会　

NPO エコバンクあいち

沖縄リサイクル運動市民の会　

（特定）かえる倶楽部　

休暇村　蒜山高原

高知市市民活動サポートセンター　

（特定）国際連合活動支援クラシックライブ協会

堺市化学工業団地協同組合                      　

（社）産業と環境の会　

（財）自然公園財団　支笏湖支部　

（特定）シックハウスを考える会　

（特定）つくば環境フォーラム　

（社）鳥取県造園建設業協会　中部支部青年部

中野区環境リサイクルプラザ　

流山工業団地協同組合　

日本カートリッジリサイクル工業会　

日本大学高等学校・中学校

（特定）ねっとわーく福島潟　

水戸友の会　

（財）山形美術館　募金箱　

リサイクル汽車ポッポ　

ウインターリゾート実行委員会　

NTT 全国 OB 会
電友会五ツ橋クラブゴルフサークル

北九州エコカーフェア2008  実行委員会  事務局

教育委員会　鬼石分室　

ひろふみゴルフ実行委員会　

【お断り】 ＊このリストは、地球環境基金への振込通知書等に記載された名称・氏名に基づき作成しておりますので、個人及び企業・団体等の区別につきまして必ずしも正確では
ない場合があります。また、紙面の都合により、ご寄付・ご支援くださったすべての方々のお名前を掲載できない場合もございますので、ご了承ください。

 ＊法人の種別は略称にて掲載させていただいております。

「地球環境基金」へのご寄付は、下記口座より受け付けております。お振込みの手数料は無料です。
銀行名 口座名称 口座番号

ゆうちょ銀行 地球環境基金 00190-0-664214

同一金融機関でのお振込みについては、取り扱い窓口でお申
し出ください。
① 独立行政法人環境再生保全機構は、特定公益増進法人に指定されています。
② ゆうちょ銀行以外の銀行からお振込みいただく場合には、領収書が発行
できません。領収書の発行を希望される方は、お手数ですが、地球環境基
金部企画振興課（TEL：044-520-9606）へご連絡ください。

銀行名 支店名 口座番号
新生銀行 本 店 0 7 8 9 6 9 9

三井住友銀行 東京公務部 3 0 1 3 6 1 5

三菱東京 UFJ 銀行 本 店 7 6 3 7 4 4 8

みずほコーポレート銀行 本 店 2 4 1 3 4 1 6

りそな銀行 赤 坂 支 店 1 0 2 3 8 5 0

口座名称：独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金
預金種目：普通預金

平成22年6月末日現在の造成額 ：139億6,721万3,689円
平成22年1月から6月末日現在までの寄付金総額 ：4,171万418円（379件）

※この他にも、裏表紙でご紹介しておりますクレジットカードを利用した寄付や、楽天銀行を利用した寄付が可能です。詳しくはウェブサイトをご覧ください。
　地球環境基金の情報館▶ http://www.erca.go.jp/jfge/

来館者の善意が少しず
つ、まるで雪のよ

うに募金箱の中に降
り積もってゆきま

す。多くの方々 から寄せられた善意が
実

を結ぶよう祈っていま
す。

（その他：（財）山形
美術館様）
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（企業：（株）ポッカコーポレーション　　カートカン事業推進グループ様）

ストップ温暖化「一村一品」大作戦全国大会会場内で販売したカートカン自動販売機での売上を寄付させていただきました。

埼玉県本庄市でうなぎ屋を営んで
いま

す。レジに募金箱を置いて、寄付し
てい

ます。少しでも地球環境保全のお役
に立

てば幸いです。 （企業：（有）ふじ井様）

　地球環境基金に、平成 22年 1月から 6月末までにご寄付・ご支援くださった方々は次のとおりです。

個人や企業・団体としてご協力いただいた方はもちろん、様々なイベントや地球環境基金主催の各講座な

どを通じて募金活動にご参加・ご協力いただいた大勢の方々に深く御礼申し上げます。

地球環境基金をご支援くださった方々

個人

大塚　勝巳　

大槻　博　

大西　章代　

大西　裕貴　

小園　直也　

小田　キヨ　

小林　正平　

佐々木　修　

嶋元　誠　

鈴木　悠理　

陶山　耕　

企業

ITC ネットワーク（株）　営業サポート部

（株）IBS　

（株）アクセル　

朝日インベストメント（株）

（株）内田洋行　九州支店

（株）永代運輸倉庫　

（株）エコノス　

エヌ・ケイ・ケイ（株）

NTT コミュニケーションズ（株）　
経営企画部　プロキュアメント統括室

FJB エージェント（株）

FJB サプライ（株）　

（株）沖縄ファミリーマート 

川本工業（株）

関東バイオエナジー（株）　笠間支店

（株）キノシタ　

キヨタ（株）

（株）クレディセゾン

健康堂整骨院　　

（有）弘和商事

（株）サイバーガジェット　

（株）サンシャインシティ　

（株）サンビクトリー　

（株）ジェイアール西日本  デイリーサービスネット

（株）ジェフグルメカード　

システムニコル（株）　

（株）ジャパンクリエイト　

昭和マテリアル（株）

SUI  INTERNATIONAL（株）

（株）セルバ　

（株）そごう・西武

滝沢米店　

東京ガス（株）　環境エネルギー館

（株）トーカイ　

トータリゼータエンジニアリング（株）
中四国事業所

トータリゼータエンジニアリング（株）
園田分室

トータリゼータエンジニアリング（株）
東北事業所

日本環境安全事業（株）　東京事業所

（株）日本フラワー振興協会　

（株）パスポート　

阪急阪神ホールディングス（株）

ファミマクレジット（株）

ファミマクレジット（株）　社員有志

（株）ファミリーマート　

ファミリーマート　みのかも蜂屋店

（有）ふじ井　

（株）富士通エフサス

（株）富士通ビジネスシステム  千葉サービス部

（株）富士通ビジネスシステム  秋葉原事業所

（株）プランタン銀座　

（株）プリプレス・センター　

（株）北海道ファミリーマート 　

（株）ポッカコーポレーション
カートカン事業推進グループ

三井住友カード（株）　東京法人営業部

三菱 UFJ ニコス（株）
CRM 推進部 CRM 推進第2グループ　

（株）南九州ファミリーマート 

リコー IT ソリューションズ（株）
鹿児島事業所　有志一同

国・地方公共団体

愛知県庁　環境部　環境政策課

安芸高田市役所　八千代支所　

浅口市役所　生活環境部　環境課

鰺ヶ沢町役場　町民生活課　

天草市役所　環境課　

綾瀬市役所　環境政策課

飯舘村役場　

飯綱町役場　

一関市役所　室根支所　市民課

いなべ市役所　市民部　生活環境課

岩倉市役所　市民部　環境保全課

宇城市役所　豊野支所

雲南市役所　大東総合センター　自治振興課

恵那市役所　水道環境部　環境課

大館市役所　比内総合支所　市民課　

大村市役所　環境保全課　

開成町役場　

笠間市役所　市民生活部　環境保全課

葛城市役所　環境課

河南町役場　住民部　生活環境課

上富田町役場　住民生活課

川崎町役場　町民生活課

環境省　募金箱　

草津市役所　市民環境部　環境課

久慈市役所　市民生活部　生活環境課  　

熊取町役場　住民部　環境課　

倉敷市役所　環境リサイクル局　環境政策課

倉敷市役所　真備支所　市民課　環境係

玄海町役場　値賀出張所

田中　健三　

冨岡　悟　

中川　由美子　

西久保　裕彦　

平野　康行　

星野　建司　

松本　菜央　

湊　亮策　

弓削　佳央　

吉田　秀子・悠佑

（五十音順・敬称略）



ペットボトルのキャップ
は途上国の子どもたちの
ポリオワクチン代に。
800個で子ども1人の命
が救える

平成 21年度桜苑祭実行委員会の皆さん

多くの人でにぎわうバザー会場

本誌は再生紙と大豆インクを使用しています。

みんなでつくる「桜苑祭」

バザーの収益は地球のために

応援しています
！
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地球環境基金では、これまでに銀行振込や
募金箱の設置によって、皆様から多大なご協
力をいただいております。

ご支援いただける方のチャンネルをさらに
広げていくため、2010年7月1日よりクレ
ジットカード決済による募金を開始いたしま
した。下記の URL から VISA、Master のク
レジットカードで、オンラインでご寄付いた
だけます。

クレジットカード決済による募金を
開始いたしました

◆ 新規の募金方法のご紹介

KIKIN NEWS
基金ニュース

http://www.erca.go.jp/jfge/donation/
raise/creditcard.html

今後とも、地球環境基金への温かいご支援
のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

ＣＲＥＤＩＴ
ＣＡＲＤ



日本大学高等学校・中学校の生徒た

ちが楽しみにしている学園の一大イベ

ント、それが毎年9月に開催される「桜

苑祭」です。

「桜苑祭は、中学1年生から高校2

年生までの生徒会メンバーが実行委

員となって、企画から広報、運営ま

で生徒が中心になってつくりあげて

います。年に一度のみんなの発表の

場です」（平成21年度実行委員長・

北村菜穂さん）

しかし、昨年は新型インフルエン

ザの影響で思わぬ事態に。桜苑祭の

開催直前に延期が決まり、2日間の

日程も1日に短縮され、1か月遅れ

ての開催となりました。「中学校が全

クラス休校になり、これ以上の蔓延

を防ぐための苦渋の決断でした」（教

頭・野澤拓夫先生）

「夏休みの間、待ち遠しく思いなが

ら準備を進めていたのに、それまでの

苦労が無駄に…」（実行委員・山田知

里さん）

「ご案内をしていた学校

外の方にも延期を伝えた

り、注文した商品をキャ

ンセルしたり、対応も大

変でした」（実行委員・深

津萌子さん）

「桜苑祭の仕事をするの

は初めてで、仕事を覚え

るのに精一杯な中、バザー

の商品の値付けを前日の1日でやら

なければならず大変でした」と話すの

は社会福祉バザー担当の宮腰隼人さ

ん。毎年大盛況のバザーも、昨年は

1日の開催となりました。

「当日の販売は後援会の方々にも手

伝っていただいたので助かりました。

例年より人通りの多い場所に会場を設

けられたせいか、お客さんの数もいつ

もより多く、品物のほとんどが売れま

した。バザーの収益は、2003年か

ら毎年、地球環境基金に寄付していま

す」（宮腰さん）

「生徒会では、ある生徒からの提案

で始めたペットボトルのキャップの

回収もしています。ゴミ箱の横に並

べられた回収ボックスは、みんなの

協力ですぐにいっぱいになるんです」

（北村さん）

「生徒たちには、身近なところから

地球環境に対する意識をもって、でき

ることから行動してほしいですね。寄

付金は、彼らが大人になった未来も安

心して過ごせる地球環境を守るため

の活動に役立ててほしいです」（生徒

会指導部主任・大平岳詩先生）

学校創設80周年を迎える2010

年桜苑祭のテーマは “ヒストリー”。彼

らは地球の未来にどんな

メッセージを残すので

しょう。

日本大学高等学校　生徒会「桜苑祭」実行委員会

日本大学高等学校・日本大学中学校
昭和5年、「日本大学第四中学校」「日本大学第四
商業学校」として開校。昭和23年に新制の「日本
大学高等学校・日本大学中学校」が誕生。平成16
年に完全男女共学化。教育理念は「自主創造」。

〒223-8566 神奈川県横浜市港北区箕輪町 2-9 -1
http://www.nihon-u.ac.jp/orgni/yokohama

「クレジットカードを利用した寄付」のページ


